
　偏差値でいえば60前後の難関校を志望する生徒のために、理科･社会の合否を分ける問題をとり上げます。単なる

知識の暗記ではない“読んで考える問題”で、大いに悩んでほしいと思います。記述問題や計算問題もとり上げます。

○ 期間、時間 8/7(月)～11(祝･金)  社会･理科  午前9:30～午後6:50 （午後12:20～1:00 食事休憩）

○ 会費 ５５，０００円  （教材費含、税込）

　４年ないし５年の理科･社会の範囲が不十分な生徒を対象に、夏休み中に対策をたてて参ります。そこで、下記の

日程・時間割を組んで授業をさせて頂きたいと思います。５年生時までに学習した範囲で、入試頻出の単元･項目は

たくさんありますが、必ずおさえておくべき基本から応用までのレベルで、誰にも共通で苦手なテーマを大きく一つに

絞りました。受講をお勧め致します。

○理科

  中学入試の理科でどの学校でも平等に出題される物理・化学・生物・地学分野の中で、９月からの展開を考えた

とき、夏までにもう一度授業するなら、それは何か。多くの受験生に苦手意識の強い「天体」にテーマを絞って授業

致します。地球・太陽・月・星座に係わる基礎知識の整理、メカニズムの理論は勿論、各出題の切り口、視点に立っ

て考察する応用力まで鍛えたいと思います。

○社会

  中学入試のカリキュラムの進行上、小５の９月以前に位置する「地理」の、しかも最初の範囲は忘れてしまったり、受

験勉強を遅く始めたので、そもそもやっていないという生徒さんも多いと思います。しかし、近年、「日本と周辺国との

かかわり」、「激変する気候変動の問題」などが、歴史や政治経済にまたがる総合問題として当然おさえておくべき重

要テーマとなっています。従って、その前提となる視点を呼び起こす重要な分野として、以下の単元をもう一度授業

致します。入試頻出の「地形図」も扱います。４・５年時にやってこなかった生徒は勿論、「社会に自信がない」「もっと

点数を上げなければならない」というどちらの方にも強く受講をお勧め致します。

※上記カリキュラムにつきましては、予め変更する場合がございます。

○ 期間、時間 8/7(月)～11(祝･金)  社会･理科  午前9:30～午後6:50 （午後12:20～1:00 食事休憩）

○ 会費 ５５，０００円  （教材費含、税込）

 太陽と月の動き
  （月食･日食）②

8/10
(木)

  地形図の読み取り①  星座とその動き①

8/11
(祝･金)

  地形図の読み取り②  星座とその動き②

午後4:00～6:50
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  日本の気候区分
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 太陽と月の動き
  （月食･日食）①

8/9
(水)

  雨温図

8/10
(木)

【地球分野】太陽、月、星、気象、地層 を図ります。地形図の読み取り、統計

と岩石、地震等 資料の分析から時事問題、記述演習

8/11
(祝･金)

  以上の各分野より、難関中の新しい まで、難関中学の新しい問題をとり上

問題をとり上げます。 げます。

【物質分野】水溶液、気体、燃焼、水の なく、長文の中で総合的に、多角的な

状態変化、ものの溶け方等 視点から出題される傾向が定着してい

8/9
(水)

【エネルギー分野】滑車、ばね、てこ、 ます。この特講では、全て総合的な出

物体の運動、ふりこ等 題の難関校の過去問をとり上げて対策

午後4:00～6:50

8/7
(月)

【生命分野】植物のつくりとはたらき、   近年の難関校の入試問題は、地理・

過去問解き
【理科・社会】

人体、動物の分類、昆虫、環境 歴史・公民の３分野に分けた出題では

8/8
(火)
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